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去
る
四
月
二
十
一
日
（
日
）
に
中
央
支
部
の
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
長

の
挨
拶
に
続
い
て
来
賓
挨
拶
及
び
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
森
山
隆
委
員
（
緑
町
三
区
長
）

が
議
長
を
務
め
、
令
和
五
年
度
の
事
業
・
会
計
報
告
、
続
い
て
令
和
六
年
度
の
事
業
計
画

並
び
に
予
算
案
等
が
事
務
局
よ
り
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
活
動
の
重
点
目
標
と
事
業
内
容

㈠　

活
動
資
金
の
確
保

〇
会
員
会
費
の
募
集
（
七
月
）

〇
福
祉
バ
ザ
ー
（
十
月
予
定
）

㈡　

高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

〇
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
散
策
（
五
月
）

㈤　

研
修
会
等
の
計
画
・
実
施
・
参
加

〇
支
部
委
員
・
福
祉
推
進
員
・
む
つ

み
会
員
・
広
報
委
員
を
対
象
に
し

た
視
察
研
修
（
六
月
）

〇
女
性
部
員
を
対
象
に
し
た
研
修
会
・

視
察
研
修
（
六
月
・
十
一
月
）

〇
笠
間
市
、
笠
間
市
社
協
等
で
実
施

す
る
研
修
会
へ
の
参
加

〇
災
害
時
の
避
難
生
活
支
援
講
習

（
七
月
）

㈥　

広
報
活
動
の
推
進

〇
広
報
誌
の
作
成
・
配
布

　

（
支
部
だ
よ
り
年
三
回
発
行
予
定
）

ご
あ
い
さ
つ

支
部
長
　
栗
　
股
　
克
　
巳

　

日
頃
よ
り
皆
様
に
は
、
支
部
社
協
の
運

営
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
四
月
の
代
議
員
会
、

女
性
部
総
会
に
始
ま
り
、
配
食
・
し
あ
わ

せ
サ
ロ
ン
散
策
・
各
種
研
修
会
等
、
こ
れ

ま
で
コ
ロ
ナ
禍
で
制
限
さ
れ
、
実
施
出
来

な
か
っ
た
活
動
も
、
少
し
ず
つ
前
に
進
め

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

七
月
は
、
会
員
会
費
の
募
集
の
月
と
な

り
、
皆
様
方
に
は
ご
負
担
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
福
祉
並
び
に

支
部
活
動
の
推
進
向
上
の
た
め
、
ご
協
力

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
、
今
年
度
も
支
部
役
員
一
同
、

協
力
し
て
支
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
行
く

所
存
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
度
代
議
員
会
開
催

令
和
六
年
度
代
議
員
会
開
催

　
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
活
動
方
針
〈
二
年
次
〉
決
ま
る

　
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
活
動
方
針
〈
二
年
次
〉
決
ま
る

　
　

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

（
毎
月
一
回
、

　
　
　
　

※
当
分
の
間
、
十
二
月
も
実
施
）

〇
高
齢
者
親
善
交
流
会
（
十
月
）

　

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、輪
投
げ
）

〇
敬
老
会
の
支
援
、
協
力
（
九
月
）

㈢　

地
域
福
祉
活
動
の
支
援

〇
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
た
け
の
こ
」
の
活

動
へ
の
参
加
、
交
流
（
十
一
月
）

㈣　

三
世
代
交
流
の
推
進

〇
各
行
政
区
で
実
施
さ
れ
る
三
世
代
交

流
会
の
支
援
、
助
成
（
五
月
～
）

し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て

し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て

東
町
四
区
　
桑
野
　
勝
雄

　

社
協
中
央
支
部
恒
例
の
「
し
あ
わ
せ
サ

ロ
ン
」
が
五
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
が
二
十
八
名
で
石
岡
市
に

あ
る
「
い
ば
ら
き
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
に

行
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
バ
ラ
園
散
策
に
絶
好
の
日
和
で

し
た
。
九
時
に
社
協
を
出
発
し
た
バ
ス
は

予
定
通
り
に
目
的
地
に
到
着
し
ま
し
た
。

入
園
す
る
と
見
渡
す
限
り
満
開
の
バ
ラ
が

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
バ
ラ
を
背
景
に
記

念
撮
影
を
行
い
、
そ
の
後
バ
ラ
園
内
を
散

策
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
は
次
の
食
事
場
所
岩
間
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
美
味
し

い
昼
食
を
頂
き
ま
し
た
。
昼
食
後
は
、
最

後
の
目
的
地
「
道
の
駅
か
さ
ま
」
で
野
菜

や
果
物
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
バ
ラ
も
満
開
で
有
意

義
な
一
日
で
し
た
。

　

役
員
・
社
協
職
員
の
お
骨
折
り
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

科　目 決算額 摘　　　要
前年度繰越金 1,506,555
会員会費還元金 849,500 市社協より

助成金 134,950 市社協より　福祉コミュニテイ　50,000
　　　　　　広報助成金　84,950

バザー売上金 300,510 ふるさと祭り
事業参加費 20,000 支部委員等研修
配食弁当代 131,000
雑収入 15 利息
合計 2,942,530

科　目 予算額 摘　　　要
前年度繰越金 876,619
会員会費還元金 900,000 市社協より

助成金 140,000 市社協より　福祉コミュニティ　50,000
　　　　　　広報助成金　90,000

バザー売上金 300,000
事業参加費 100,000 支部委員等研修/女性部研修　等
配食弁当代 150,000
雑収入 381 利息 他
合計 2,467,000

【収入の部】	 単位：円

【収入の部】	 単位：円

科　目 決算額 摘　　　要
会議費 32,676 諸会議時のお茶代
事務局費 10,800
事務通信費 9,758 事務用品

事業費 1,064,437

会費地区還元金	 415,000
三世代交流助成	 30,000
グラウンドゴルフ・輪投げ	56,507
配食サービス	 377,603
広報誌発行	 111,917
　　　　　　　　　　　その他

バザー開催費 85,960
研修費 62,280 支部委員・福祉推進員等研修/救命講習会
予備資金積立 800,000 予備資金
予備費 0
合計 2,065,911

科　目 予算額 摘　　　要
会議費 50,000 諸会議時のお茶代
事務局費 30,000
事務通信費 20,000 事務用品

事業費 1,835,000
会費地区還元金・三世代交流
グラウンドゴルフ・輪投げ
配食サービス・しあわせサロン
広報誌発行・女性部活動　その他

バザー開催費 200,000 バザー開催諸経費

研修費 120,000 支部委員・福祉推進員等研修
災害時の避難生活支援講習

予備資金積立 100,000 予備資金
予備費 112,000
合計 2,467,000

【支出の部】	 単位：円

【支出の部】	 単位：円

令和５年度　決算報告書

令和６年度　予算書
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あ

と

が

き

　

前
号
発
行
よ
り
早
い
も
の
で
七
か
月
が

過
ぎ
、
梅
雨
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
現

体
制
も
二
年
目
に
入
り
、
代
議
員
会
及
び

女
性
部
の
総
会
、
五
年
ぶ
り
に
開
催
の

「
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
散
策
」
、
三
世
代
交

流
を
記
事
に
し
ま
し
た
。
サ
ツ
キ
な
ど
の

開
花
で
、
春
の
季
節
感
は
味
わ
え
た
も
の

の
、
気
温
は
春
を
通
り
過
ぎ
、
夏
日
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　

今
夏
も
厳
し
い
暑
さ
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
十
分
な
暑
さ
対
策
の
上
、
日
々
の

生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。　

（
田
口
）

　

四
月
二
十
一
日
代
議
員
に
続
き
、
女
性

部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
数
年

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
を
断
念
し
た
も
の

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
制
限
も

な
く
な
り
ま
し
た
。
皆
様
と
共
に
活
動

が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
毎
月
の
配
食
・
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
・

福
祉
バ
ザ
ー
へ
の

協
力
等
、
支
部
活

動
に
女
性
部
と
し

て
協
力
で
き
る
よ

う
に
話
し
合
い
、

意
見
を
出
し
合
っ

て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
年
か
ら

十
二
月
の
そ
ば
打

ち
の
代
わ
り
に
、

令和６年度　支部委員・福祉推進員名簿
支 部 長 栗股　克巳 （東町３）
副支部長 藤枝　正一 （東町４）

同 下条　立美 （桜　町）
同 髙田　眞弓 （大沢中３）

会 計 田口　　博 （緑町１）
会計監査 髙野　康司 （桜　町）

同 上原　信雄 （西町１）
支部委員 柳橋　賢寿 （東町１）

同 星　　一男 （東町２）
同 青葉　克則 （東町３）
同 入江　洋一 （東町４）
同 荒川　昌之 （仲　町）
同 島川　　清 （南　町）
同 山口　裕久 （西町１）
同 赤尾杉友一 （西町２）
同 川島　利昭 （桜　町）
同 小澤　文雄 （当の越１）
同 大平　　博 （当の越２）
同 大貫　洋一 （友部栄町）
同 四ツ倉典雄 （緑町１）
同 増田　秀穂 （緑町２）
同 森山　　隆 （緑町３）
同 豊田　　正 （美原団地）
同 佐々木智秀 （青葉町）
同 荻野　智郎 （大沢中１）
同 入　　　清 （大沢中２）
同 波多野照雄 （大沢中３）
同 内桶　建一 （幸　町）

推 進 員 中嶋　京子 （東町１）
同 山本　雄三 同
同 永島　利夫 同
同 橋本　好史 同
同 上原　仁子 （東町２）
同 青木　重子 同
同 佐藤　順子 （東町３）
同 今成　安宏 同
同 神川英美子 同
同 瀧本　宜秀 同
同 五味田美智子 （東町４）
同 高橋　清江 同
同 酒井　照美 同
同 志村　　聡 同
同 仲野　博美 同
同 添田　正晃 同
同 細谷　清秀 同
同 永井　博子 （仲　町）
同 坂本奈央子 （南　町）
同 福田　紀子 同
同 村上　純子 （西町１）
同 山口　和子 同
同 横倉　きん （西町２）
同 神崎　昭子 同
同 鶴田　弘司 （桜　町）
同 齋藤　節子 同
同 磯山　　治 同
同 菅谷　正子 同
同 大和田静男 同
同 太田　壯之 同
同 山本　健一 同
同 髙野　康司 同
同 飯田　武子 （当の越１）
同 大野　宏治 同
同 落合　敏明 同
同 清水　光子 同
同 塩畑真紀子 同

推 進 員 野村由美子 （当の越２）
同 生田目里美 同
同 長谷川悦子 同
同 小幡みゆき 同
同 秋山　文江 （友部栄町）
同 田口　　博 （緑町１）
同 栗原　克周 同
同 平石みゆき 同
同 谷津　恵子 （緑町２）
同 岩浪喜代美 同
同 大島　真澄 同
同 鈴木　　望 同
同 高木はるみ 同
同 小泉　とき （緑町３）
同 矢田部裕一 同
同 内桶　直樹 同
同 阿内　大冠 同
同 矢萩　恵子 同
同 梅原　貞江 （美原団地）
同 鴻巣美智子 同
同 関　百合子 同
同 鬼沢　訓江 同
同 小菅　健司 （青葉町）
同 大野　智徳 同
同 大富　誠司 同
同 桝谷公三郎 同
同 植木　　實 同
同 戸井田勇人 同
同 金澤つや子 同
同 渡辺　　博 同
同 小林　充恵 同
同 井坂フヂヱ 同
同 鈴木　隆史 （大沢中１）
同 小沼　妙子 同
同 菊池　信夫 同
同 佐藤　和夫 同
同 金子　光成 同
同 大田原清次 同
同 吉川　秀子 同
同 粕谷　　覚 同
同 多川英久雄 （大沢中２）
同 前田　崇則 同
同 岡崎　　誠 同
同 齋藤　直樹 同
同 古屋　康太 同
同 鈴木　　誠 （大沢中３）
同 岡野　聡史 同
同 峯松　高雄 同
同 尾又　弘樹 同
同 中澤　まさ 同
同 石川真理子 同
同 井野　舜介 同
同 松本　裕次 同
同 大下　徹也 同
同 飛田　麻夕 同
同 中村　幹太 同
同 浜田　敬紀 同
同 井川　慎也 同
同 髙田　眞弓 同
同 鴨志田将義 （幸　町）
同 鶴田　竹男 同
同 薗部　正則 同
同 石橋　昌美 同
同 豊村　一男 同

　

二
つ
の
区
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
高

齢
者
の
交
流
や
子
ど
も
会
、
防
災
の
活
動

な
ど
全
て
一
区
と
二
区
が
一
緒
に
な
っ
て

交
流
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
中
心
で
活
動
し
て
い
る
の

が
、
女
性
の
皆
さ
ん
の
「
ふ
れ
あ
い
会
」

で
す
。

　

数
回
の
打
ち
合
せ
や
食
材
の
買
出
し
、

前
日
の
準
備
ご
苦
労
様
で
し
た
。
感
謝
し

て
お
礼
と
致
し
ま
す
。

当
の
越
　
大
野
　
宏
治

　

昨
年
か
ら
再
開
し
ま
し
た
三
世
代
交
流

会
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
、
五
月
二
十
五
日
北

山
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
の
心
配
が
な
い
と
て
も
良
い

お
天
気
で
、
六
十
名
ほ
ど
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
十
時
過
ぎ
に
始
ま
り
、
前
日

ま
で
に
準
備
し
て
お
い
た
野
菜
や
肉
等
の

食
材
を
次
々
と
焼
い
て
、
楽
し
く
歓
談
し

な
が
ら
、
用
意
し
た
食
材
は
あ
っ
と
い
う

間
に
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
地

域
の
防
災
会
で
準
備
し
た
「
ア
ル
フ
ァ
ー

米
」
を
使
っ
て
「
炊
き
出
し
」
の
訓
練
も

行
い
ま
し
た
。

女
　
性
　
部
　
総
　
会

女
　
性
　
部
　
総
　
会

当
の
越

当
の
越

　
　
　
　
　

三
世
代
交
流
会
の
開
催

　
　
　
　
　

三
世
代
交
流
会
の
開
催

当
分
の
間
配
食
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

桜
町
　
福
島
　
和
彦

　

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
中
央
支
部
の

代
議
委
員
研
修
が
、
六
月
十
四
日
（
金
）

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
研
修
は
、

水
戸
八
景
め
ぐ
り
で
す
。
水
戸
藩
九
代
藩

主
徳
川
斉
昭
が
、
天
保
年
間
に
水
戸
藩
領

内
の
景
勝
地
八
か
所
を
選
定
し
、
藩
内
の

子
弟
の
風
月
鑑
賞
と
八
景
め
ぐ
り
に
よ
る

心
身
鍛
錬
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

朝
九
時
に
社
協
会
館
を
出
発
し
、
岩
間

街
道
を
通
り
、
バ
ス
か
ら
偕
楽
園
の
南
側

僊せ
ん

湖こ
の

暮ぼ

雪せ
つ

の
石
碑
を
確
認
し
、
さ
ら
に
那

珂
川
の
橋
を
渡
り
ま
す
と
、
右
側
に
一
本

の
大
き
な
柳
の
下
に
青
柳
雨
夜
の
石
碑
を

バ
ス
か
ら
確
認
し
ま
し
た
。
国
道
３
４
９

を
北
上
し
ま
す
と
、
常
陸
太
田
に
着
き
ま

す
。
太
田
の
落
雁
は
、
Ｊ
Ｒ
常
陸
太
田
駅

の
北
に
位
置
し
、
専
売
公
社
跡
の
近
く
に

あ
り
ま
す
。
阿
武
隈
の
連
山
を
背
景
と
し

た
実
り
の
秋
の
す
ば
ら
し
い
眺
め
や
雁
が

刈
田
に
お
り
る
情
景
を
斉
昭
は
、
太
田
の

水
戸
八
景
め
ぐ
り

落
雁
と
名
付
け
ま
し
た
。
次
に
、
山
寺
の

晩
鐘
は
西
山
研
修
所
の
敷
地
内
に
あ
り
ま

す
。
周
囲
の
寺
々
よ
り
打
ち
出
す
鐘
の
音

を
松

し
ょ
う

籟ら
い

と
共
に
聞
き
、
山
寺
と
命
名
し
ま

し
た
。

　

桃
源
で
、
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
東
海
村
の
村
松
虚
空
蔵
尊
に
向
か

い
、
本
堂
の
後
ろ
へ
回
り
、
上
に
行
く

と
、
村
松
青
嵐
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
水み

な

門と

の
帰き

帆は
ん

の
あ
る
那
珂
湊
支
所
に
向
か

い
ま
し
た
。
支
所
か
ら
少
し
歩
く
と
、
水

門
の
帰
帆
の
石
碑
が
見
ら
れ
ま
す
。
最
後

に
、
バ
ス
の
中
か
ら
大
洗
に
あ
る
巌い

わ

船ふ
ね

の

夕ゆ
う

照し
ょ
うは
、
願
入
寺
入
口
か
ら
亀
の
井
ホ
テ

ル
前
を
通
り
、
更
に
進
ん
で
行
き
、
右
の

細
い
道
の
突
き
当
り
に
あ
り
ま
す
。


